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世帯数 2. 632 

人 口 9. 5 4 9 

男 4. 684 女 4.865 

出 生 10 死 亡 2 

転 入 39 転 出 27 
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金田町体力つくり歩行運動大会実施さる 

老人から子供会まで150名が参加 

金田町中央公民館 
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日 日 日 日 

去
る
十
月
十
日
体
育
の
日
、
本
町
恒
例
、
体
 

力
つ
く
り
歩
行
運
動
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

当
日
は
体
育
の
日
に
ぴ
っ
た
り
の
好
天
気
、
 

八
十
才
以
上
の
高
令
者
を
筆
頭
に
老
人
会
、
婦
 

人
会
、
子
供
会
、
地
区
公
民
館
の
み
な
さ
ん
方
 

の
参
加
で
約
百
五
十
名
で
挙
行
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

役
場
を
九
時
に
出
発
し
、
宝
見
、
人
見
、
神
 

崎
、
金
田
中
、
南
木
、
大
熊
駅
前
、
東
金
田
、
 

西
金
田
、
新
町
、
本
町
役
場
と
約
七
千
六
百
メ
 

ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
、
二
時
間
十
分
で
全
員
無
 

事
帰
り
つ
き
ま
し
た
。
 

終
り
に
、
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
 

こ
の
行
事
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
体
育
指
導
員
、
 

安
全
協
会
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
 

す。 

11 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 

霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
隣
り
る
の
で
、
そ
れ
を
略
し
 

霜
月
と
い
う
 

1
 
日
 

燈
台
記
念
日
 

3
 
日
 

文
 
化
 
の
 

日
 

七
 
五
 
三
 
祝
 

乳
 
児
 
検
 
診
 

勤
労
感
謝
の
日
、
農
業
祭
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

. 
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議

会

 だ
 
よ
 
り
 

議

会

事

務

局

 

昭
和
五
＋
四
年
第
八
回
定
例
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
四
年
九
月
 

二
十
五
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
 

招
集
さ
れ
、
 

一
日
間
の
会
期
に
 

よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
 

次
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
四
十
四
号
 
金
田
町
 

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
 

報
 

っ
い
て
 

《
選
任
同
意
》
 

町
 

住
所
 
田
川
郡
金
田
町
大
字
 

金
田
九
二
四
番
地
 

氏
名
 
宇
都
宮
 
英
一
 

生
年
月
日
 
大
正
十
一
年
一
1
1
 

月
十
一
日
 

e
議
案
第
四
十
五
号
 
字
区
域
 

田
 

の
変
更
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
四
十
六
号
 
福
岡
県
 

金
 

号
 

。〕 
，
ー
 

第
 号

 
q
〕 

『

ー

 

第
 

報
 

町
 

田
 

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
 

規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
 

協
議
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
V
v
 

0
議
案
第
四
十
七
号
 
工
事
請
 

負
契
約
の
締
約
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

。
議
案
第
四
十
八
号
 
専
決
処
 

分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
 

こ
と
に
つ
い
て
 

専
決
第
三
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
二
号
）
 

補
正
額
六
八
、
五
七
一
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
四
十
九
号
 
専
決
処
 

分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
 

こ
と
に
つ
い
て
 

専
決
第
四
号
 
町
道
の
認
定
 

に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
五
十
号
 
昭
和
五
十
 

四
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
 

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
 

て
 

補
正
額
五
六
、
八
一
〇
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
五
十
一
号
 
昭
和
五
 

十
四
年
度
金
田
町
水
道
事
業
 

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 

に
つ
い
て
 

補
正
額
 
三
、
〇
〇
〇
千
円
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
五
十
二
号
 
昭
和
五
 

十
四
年
度
金
田
町
国
民
健
康
 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
 

議
 

員
 
中
島
 

力
 

議
 

員
 
渡
辺
 

照
利
 

（
監
事
二
名
）
 

収

入

役

 
犬
丸
 
文
雄
 

議
 

員
 
竹
宗
 

学
 

《
原
案
可
案
》
 

の
議
案
第
五
十
四
号
 
金
田
町
 

土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
出
 

資
に
つ
い
て
 

出
資
金
 
五
〇
〇
万
円
 

《
原
案
可
決
》
 

⑥
小
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
 

（
名
称
、
町
部
鉱
害
問
題
小
 

委
員
会
）
 

委
員
の
構
成
（
委
員
長
以
上
 

五
名
）
 

議
 

長
 
大
島
 
陸
雄
 

副

議

長

 
植
高
勇
太
郎
 

総
務
委
員
長
 
藤
林
 
俊
信
 

産
経
委
員
長
 
木
戸
 
幸
義
 

土
木
委
員
長
 
吉
田
 
春
義
 

＠
請
願
書
の
審
議
 

O
緊
就
、
開
就
二
事
業
存
続
 

活
用
に
つ
い
て
の
請
願
 

（
採
択
）
 

補
正
額
 

一
、
九
五
一
千
円
 
」 

《
原
案
可
決
》
（
 

O
議
案
第
五
十
三
号
 
金
田
町
 

土
地
開
発
公
社
の
設
立
に
つ
 

い
て
 

役
員
の
構
成
（
理
事
十
名
）
 

総
務
課
長
 
藤
川
 

義
臣
 

振
興
課
長
 
春
永
 
正
義
 

建
設
課
長
 
田
中
 
純
生
 

議
 

長
 
大
島
 
陸
雄
 

副

議

長

 
植
高
勇
太
郎
 

総
務
委
員
長
 
藤
林
 
俊
信
 

産
経
委
員
長
 
木
戸
 
幸
義
 

土
木
委
員
長
 
吉
田
 
春
義
 

慰

霊

祭

挙

行

さ

る

／

 

住
 
民
 

課
 
福
 

祉
 

係
 

十
月
四
日
の
初
秋
、
稲
荷
神
 

社
の
境
内
に
あ
る
忠
魂
碑
の
前
 

で
お
ご
そ
か
に
金
田
町
社
会
福
 

祉
協
議
会
主
催
の
慰
霊
祭
が
挙
 

行
き
れ
ま
し
た
。
 

去
る
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
 

建
立
さ
れ
ま
し
た
、
日
支
事
変
 

大
東
亜
戦
争
に
お
け
る
戦
病
死
 

者
二
百
五
十
ニ
名
の
名
前
が
き
 

ぎ
ま
れ
た
碑
の
前
に
衷
悼
の
意
 

を
表
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

参
列
さ
れ
ま
し
た
ご
遺
族
の
方
 

六
十
三
名
、
他
に
主
催
者
並
び
 

に
来
賓
の
方
々
を
あ
わ
せ
て
八
 

十
四
名
の
多
き
に
達
し
ま
し
 

た
。
今
後
、
毎
年
同
所
に
お
き
 

ま
し
て
慰
霊
祭
を
挙
行
致
し
ま
 

す
の
で
、
ご
遺
族
の
全
員
の
参
 

列
を
希
望
し
ま
す
。
地
下
に
眠
 

る
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
に
 

対
し
、
深
い
感
謝
と
今
後
の
日
 

本
の
平
和
を
祈
願
い
た
し
ま
し
 

て
、
御
報
告
に
か
え
さ
せ
て
戴
 

き
三
す
。
 

【慰霊祭が行なわれた稲荷神社境内】 

e
上
金
田
地
区
（
東
金
田
ー
 

七
田
線
）
沿
線
家
屋
再
復
 

旧
に
伴
う
道
路
（
拡
幅
」
 

下
水
道
整
備
及
び
環
境
整
 

備
に
つ
い
て
 

（
採
択
）
 

は
え
あ
る
表
彰
 

議
会
事
務
局
 

こ
の
た
び
去
る
九
月
＋
日
、
 

福
岡
県
議
長
会
創
立
三
＋
周
年
 

祝
賀
式
典
が
福
岡
市
九
電
記
念
 

体
育
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
そ
の
席
上
、
二
十
年
勤
 

続
自
治
功
労
者
と
し
て
、
次
の
 

と
お
り
県
議
長
会
長
よ
り
、
は
 

え
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
 

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

（
永
年
に
わ
た
り
議
会
運
営
に
 

寄
与
せ
ら
れ
た
）
 

金
田
町
議
会
議
員
 

辰
島
 

保
 
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

《

俳

 
句

》

 

辰
島
 
宗
一
 

水
清
く
英
彦
の
流
れ
 

鷺
は
舞
ふ
 

原
田
 
豊
茂
 

赤
蛸
蛤
孫
の
手
を
引
き
 

杖
を
引
き
 

岩
野
 
克
芳
 

日
南
の
旅
に
芭
蕉
の
 

青
き
見
る
 

桑
野
つ
る
絵
 

む
ら
さ
き
は
秋
深
む
色
 

式
部
の
実
 

宇
野
か
な
女
 

銀
婚
の
車
窓
に
触
る
る
 

萩
芭
 

宝
 

見
志
 

朝
霧
の
光
さ
し
こ
む
 

わ
ら
の
屋
根
 

清
水
 
政
恵
 

健
康
は
心
の
宝
天
高
し
 

吉
武
善
次
郎
 

秋
灯
下
妻
の
自
慢
の
 

豆
汁
吸
ふ
 

《

短

 
歌

》

 

辰
島
 
宗
一
 

果
し
な
く
鬼
の
洗
濯
岩
 

つ
づ
く
日
向
灘
辺
の
 

秋
は
涼
し
く
 

克
 

芳
 

豊
作
の
採
り
入
れ
終
る
 

田
の
角
に
用
の
終
り
し
 

案
山
子
捨
て
あ
り
 

桑
野
つ
る
絵
 

降
り
立
ち
し
夜
の
ホ
ー
ム
に
 

出
迎
ふ
る
筈
な
き
 

亡
夫
を
ふ
と
捜
し
見
る
 

亀
田
 
辰
雄
 

ェ
」
も
 

秋
深
く
戦
友
の
便
り
に
 

渡
辺
由
美
子
 

過
ぎ
し
無
事
心
静
か
に
 

玄
関
に
コ
ス
モ
ス
折
り
て
 

思
ひ
う
か
べ
る
 

皿
に
盛
り
 

十
 

一 

月
 
詠
 
草
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

所
詮
は
摘
じ
話
題
に
落
」
噂
 

ら
し
 

家
う
ち
の
ぐ
ち
と
昔
話
 

し
と
 

高
木
美
代
子
 

明
暮
に
つ
ゆ
う
す
れ
ゅ
く
花
の
 

色
 
気
品
ゅ
た
か
な
鉄
せ
ん
の
 

花
 

室
 

ト
ョ
 

並
川
 
君
子
 

魚
楽
園
を
巡
れ
ば
古
き
つ
る
べ
 

た
つ
ぎ
 

井
戸
 
昔
の
生
活
思
ひ
出
だ
し
 

ぬ
 

い

ぎ

 

一
人
居
の
窓
ゆ
さ
し
こ
む
＋
六
 

いよ 
夜
の
 

月
見
て
居
れ
ば
こ
こ
ろ
 

澄
み
ゆ
く
 

:

．

一

 

藤
林
 
俊
信
 

小
清
水
の
原
生
花
園
の
丘
に
立
 

て
ば
 

知
床
岬
は
霞
み
て
ぞ
見
 

ゆ
 

福
原
 
照
子
 

久
々
の
酒
宴
の
席
に
は
ず
め
ど
 

も
 
何
か
寂
し
き
思
ひ
の
残
る
 

阿
部
 
重
宏
 

藤
本
 
唯
彦
 

小
野
ト
メ
子
 

田
村
 
文
子
 

雨
過
ぎ
て
ひ
と
き
は
蝉
の
声
満
 
降
り
し
き
る
雨
の
朝
を
花
売
り
 
風
邪
に
臥
す
わ
が
為
に
夫
疾
く
 
逝
く
夏
を
惜
し
む
ご
と
く
に
法
 

つ
る
 

森
に
落
葉
を
か
き
集
め
 
の
 
老
婆
が
声
か
け
通
り
過
ぎ
 
お
き
て
 

朝
の
炊
事
の
音
た
て
 
師
蝉
 
夢
な
き
命
を
ひ
な
も
す
 

を
り
 

ゆ
く
 

‘ 

は
じ
む
 

， 

鳴
き
ぬ
 

菊
池
 

一
枝
（
 

何
事
も
辛
抱
よ
と
事
あ
る
た
び
（
 

に
 
吾
は
訓
さ
る
成
人
せ
し
娘
「
 

め
に
 

］ 

矛
●
，
●
三
 

福
田
 

昌
」
 

弐
百
年
を
経
し
と
ふ
樫
の
高
貴
］
 

な
る
 
木
目
を
見
せ
て
大
工
は
、
 

削
る
 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
と
深
夜
に
壁
の
向
、
 

ふ
よ
り
 
寡
黙
な
老
父
の
声
が
「
 

聞
ゆ
る
 

「 

中
村
 
繁
生
］
 

菊
池
 

一
枝
、
 

K
ノノ、 

一 

」L

・し才v
」 

m
“
コ
ミ
‘
 

占
】
‘
 

』 

第
一
回
金
田
町
成
人
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
開
催
さ
る
ノ
 

金
 
田
 

去
る
十
月
七
日
、
金
田
町
成
 

人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
華
々
 

し
く
か
つ
も
盛
大
に
開
か
れ
ま
 

し
た
。
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
大
会
は
 

町
民
の
親
睦
を
深
め
明
る
い
金
 

田
町
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
 

、
ま
た
社
会
問
題
と
し
て
取
り
 

上
げ
ら
れ
て
い
る
成
人
病
予
防
 

の
一
環
と
し
、
ま
ず
は
ス
ポ
ー
 

ッ
、
基
礎
体
力
づ
く
り
と
い
う
 

こ
と
で
実
施
し
今
年
で
二
回
目
 

に
な
り
ま
す
。
 

実
施
方
法
と
し
て
は
、
町
内
 

地
区
館
十
六
を
対
象
と
し
、
う
 

ち
十
二
館
が
こ
れ
に
参
加
し
、
 

.
 

町
 
中

央

 公
 
民
 
館
 

秋
日
よ
り
の
中
、
第
一
会
場
、
 

第
二
会
場
に
別
れ
て
行
な
わ
れ
 

ま
し
た
。
競
技
方
法
と
し
ま
し
 

て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
十
 

四
試
合
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
 

六
時
ま
で
十
時
間
激
戦
に
次
ぐ
 

激
戦
を
重
ね
試
合
を
終
了
し
ま
 

し
た
。
 

成
績
は
、
優
勝
、
下
神
崎
B
 

準
優
勝
福
吉
 
三
位
人
見
 

四
位
一
区
、
 
参
加
人
員
は
約
 

二
百
三
十
名
で
大
変
盛
会
で
あ
 

り
ま
し
た
。
又
関
係
者
の
方
々
 

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

み
ん
な
の
手
で
き
れ
い
な
町
づ
く
り
 

金
 
田
 
町
 
中

央

 公
 
民
 
館
 

去
る
九
月
二
十
五
日
人
見
地
 

区
老
人
ク
ラ
プ
会
員
の
手
に
よ
 

り
奉
仕
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
 

た。 

内
容
は
、
神
社
の
草
取
 

り
、
清
掃
等
で
す
。
当
地
区
に
 

は
神
社
が
六
ケ
所
あ
り
ま
す
。
 

当
日
の
参
加
員
は
五
十
名
程
度
 

で
し
た
が
六
班
に
か
け
て
各
神
 

社
の
草
取
り
等
に
は
げ
み
ま
し
 

た。 

人
見
地
区
老
人
ク
ラ
プ
で
 

は、 

春、 

秋
と
年
二
回
各
神
 

社
、
地
区
公
民
館
等
を
老
人
大
 

学
の
一
環
と
し
て
奉
仕
活
動
を
 

や
っ
て
い
ま
す
。
 

奉
仕
活
動
は
、
人
見
老
人
ク
 

ラ
ブ
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
町
内
一
 

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
実
、
 

施
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
子
 

供
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
等
地
 

区
の
人
々
み
ん
な
の
手
で
き
れ
 

い
な
町
に
し
て
行
こ
う
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
か
。
 

【薬師如来前で作業を終えた人々】 

国 定資産税 

第 四 期 分 

納期限 11月30日 

叫考被プ’穿 

んく十 
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①
 

国
 

の 

干
”
響
冨
1
 

叫
工
金
田
A
 

J

若
 
車
ー
 

2
 
下
神
崎
A
 

万
 
福

 
土ロ 

10 

人

見

 

7

 

明
 

区

 

6

南

末

 

7
 
三
 

区
 

6
 
よ
全
田
b
 

5

下
村
崎
b
 

＋
小
一
 
田
 

●
一
 

区
 

こ

宝

見

 

ノ
・
福
丸
 

ー
 

金
田
町
軟
式
野
球
 

試
合
結
果
報
告
 

金
田
町
中
央
民
館
 

昭
和
五
十
四
年
度
親
善
野
球
 

大
会
が
四
月
よ
り
九
月
ま
で
古
 

谷
グ
ラ
ン
ド
、
中
学
校
グ
ラ
ン
 

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
町
内
 

二
十
ニ
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
 

優
勝
を
目
指
し
て
競
わ
れ
ま
し
 

た。 

そ
の
結
果
、
上
金
田
地
 

区、 

ル
ー
キ
ー
．
ス
、
 

神
崎
地
 

区
、
イ
ー
グ
ル
ス
が
優
勝
決
定
 

戦
ま
で
勝
ち
進
み
、
熟
戦
に
つ
 

ぐ
熱
戦
の
末
、
ル
ー
キ
ー
ズ
が
 

初
優
勝
を
し
ま
し
た
。
こ
の
大
 

会
は
、
町
民
の
親
睦
と
社
会
体
 

育
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
毎
 

年
聞
催
さ
れ
て
お
り
今
年
で
六
 

回
目
に
な
り
ま
す
。
な
お
試
合
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
優
勝
 

ル
ー
キ
ー
ズ
、
準
優
勝
ィ
ー
グ
 

ル
ス
、
三
位
ァ
ロ
ー
ズ
、
四
位
 

カ
ッ
タ
ー
ズ
 

参
加
チ
ー
ム
二
十
ニ
チ
ー
ム
 

参
加
人
員
約
四
百
名
 

試
合
方
法
リ
ー
グ
戦
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町
 

金 号
 

ロJ 
『‘ー 第

 

‘
、
●
 

口
 
・
・
●
・
 

L

・『、、らせ 

ブ
ら
丈
『
‘
叫
 

老
齢
及
び
障
害
福
祉
年
金
 

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

先
に
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
 
三
、
場
所
 
役
場
 
福
祉
係
 

し
た
、
福
祉
年
金
証
書
を
お
渡
 
四
、
持
参
品
 

し
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
の
 

⑥
国
民
年
金
証
書
保
管
証
 

方
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

⑥
福
祉
年
金
受
領
印
 

一
、
期
日
 

十
一
月
六
日
よ
り
 
※
 
尚
、
代
理
人
の
場
合
は
必
 

二
、
時
間
 
午
前
九
時
よ
り
 

ず
委
任
状
が
必
要
で
す
。
 

午
後
四
時
ま
で
 

国民年金証書保管証 N 4 6

証書の記号番号 福 い 第 12 345 号

受給権者 氏名 年 金 太 郎 

9 

あなたの国民年金証書を保管じました。 

なお、国民年金証書は下記日時にこの保管証と引換えに交付します。 

昭和 年 月 日 福岡県田川郡金田町 

市区町村長 町 長 大井政 則 圃 

証書交付日時 昭和54年U月6日穣 時 
交付場 所 田jll郡金田町役場 

① 国民年金証書に押印した印かんをご持参ください。 

② 代理人が受領されるときは、下記委任状に署名棒印ください。 

委 任 状 

私の年金証書の受領を代理人 福 祉 栄 に委任します。 

昭和54年11月6日 

受給権者氏名 年 金 太 郎 

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
」
に
 

こ
協
力
下
さ
い
 

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
 
運
動
の
期
待
も
だ
ん
だ
ん
大
き
 

赤
い
羽
根
運
動
が
、
＋
月
一
日
 
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
 

本
運
動
で
、
と
も
す
れ
ば
忘
 

社
会
福
祉
事
業
の
中
で
、
民
 
れ
が
ち
に
な
り
や
す
い
、
お
互
 

間
の
福
祉
施
設
の
建
設
、
増
設
 

い
の
思
い
や
り
や
、
人
間
同
志
 

な
ど
の
施
設
充
実
の
た
め
に
、
 

の
心
の
触
れ
合
い
を
求
め
、
り
 

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ろ
赤
 

っ
ぱ
に
み
の
り
を
結
ぶ
事
が
で
 

い
羽
根
運
動
は
、
社
会
福
祉
の
 
き
る
よ
う
、
皆
様
の
一
層
の
ご
 

仕
事
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
 
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

資
金
の
需
要
度
も
高
ま
り
、
本
 
ま
す
。
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三
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ニ
ご
三
：
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・
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「
税
を
知
る
週
間
」
 
に
つ
い
て
 

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
 

（
商
店
経
営
者
、
主
婦
、
 

七
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
税
を
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
対
象
 

知
る
週
間
」
で
す
。
 

と
し
た
も
の
）
 

⑩
 

私
た
と
の
日
常
生
活
に
深
い
 

三
、
納
税
表
彰
式
 

つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
税
金
 

（
税
務
行
政
に
功
績
の
あ
 

に
つ
い
て
国
民
各
層
の
み
な
さ
 

っ
た
方
々
の
義
彰
〕
 

ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
 
四
、
税
に
関
す
る
書
道
の
展
示
 

く
た
め
、
こ
の
期
間
中
は
国
税
 

と
入
選
作
の
発
表
、
表
彰
 

庁
を
は
じ
め
国
税
局
、
税
務
署
 

⑥
展
示
会
場
 

田
川
市
 

等
全
国
的
規
模
で
税
の
全
般
に
 

後
藤
寺
 

わ
た
っ
た
P
R

と
と
も
に
多
彩
 

近
藤
文
具
店
二
階
キ
ャ
 

な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ラ
リ
ー
 

田
川
税
務
署
に
お
き
ま
し
て
 

五
、
税
に
関
す
る
作
文
と
標
語
 

も
、
一
こ
の
期
間
中
に
次
の
よ
う
 

の
入
選
作
発
表
と
表
彰
 

な
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
 
六
、
き
き
酒
会
、
税
金
ク
イ
ズ
 

り
ま
す
。
 

各
種
ス
ラ
イ
ド
等
 

一
、
税
の
無
料
相
談
所
の
開
設
 

な
お
、
税
理
士
会
、
青
色
申
 

⑥
田
川
市
 
二
か
所
 

告
会
、
法
人
会
商
工
会
議
所
、
 

⑥
田
川
郡
 
九
か
所
 

商
工
会
な
ど
の
民
間
団
休
に
お
 

（
各
町
村
の
商
工
会
事
務
 

い
て
も
「
税
を
知
る
週
間
」
行
 

所
）
 

事
山
」
し
て
講
演
会
．
座
談
会
等
 

二
、
私
に
関
す
る
座
談
会
、
税
 

の
各
種
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
 

一
室
及
び
研
修
会
 

に
し
て
お
り
ま
す
。
 

国
 
際
 
交
 
流
 
会
 

△
 
テ
 
l
 

マ
 
▽
 

汗

と

仲

間

と

ふ

れ

あ

い

 

ク
オ
イ
ス
カ
I
 

私
達
は
こ
の
言
葉
に
産
業
・
 

精
神
・
文
化
の
意
を
感
じ
る
所
 

で
あ
り
、
 

こ
の
三
点
に
お
い
 

て
、
日
本
の
情
勢
を
考
え
て
み
 

る
と
、
非
常
に
短
期
間
に
お
い
 

て
発
展
し
て
来
た
事
は
歴
然
の
 

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
 

ァ
全
体
と
の
日
本
の
つ
な
が
り
 

を
み
て
み
る
と
密
な
関
係
は
な
 

く
、
ま
し
て
私
達
を
主
と
し
て
 

考
え
る
と
こ
の
事
自
体
に
つ
い
 

て
の
知
識
さ
え
な
い
も
の
で
あ
 

る。 郡
青
協
と
い
う
ひ
と
つ
の
会
 

を
通
し
て
、
郷
土
の
若
者
が
ァ
 

ジ
ア
の
若
者
達
と
同
じ
時
を
過
 

ど
す
事
に
よ
っ
て
ァ
ジ
ァ
全
体
 

の
産
業
、
精
神
、
文
化
を
知
 

り
、
私
違
若
者
が
ア
ジ
ア
、
日
 

本
を
背
負
っ
て
い
く
た
め
に
 

は
、
ア
ジ
ァ
諸
国
の
兄
弟
姉
妹
 

と
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
ァ
ジ
ア
 

全
体
の
発
展
を
考
え
、
そ
の
ひ
 

と
つ
‘
を
大
切
に
し
、
と
わ
の
友
 

情
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
 

る。 
主
催
 
金
田
町
青
年
会
 

協
賛
 
金
田
町
教
育
委
員
会
 

と
き
 
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
 

二
十
五
日
（
日
）
 

日
 
程
 
表
 

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
 

午
後
 
四
時
三
十
分
 

金
田
町
着
、
町
内
見
学
 

午
後
 
七
時
三
＋
分
 

金
田
町
中
央
公
民
館
に
て
 

交
流
会
 

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
 

午
後
二
時
ー
四
時
ま
で
 

場
所
 
田
川
医
師
会
館
 

田
川
市
東
区
第
一
松
原
 

〇
九
四
七
四
④
一
六
四
七
 

講
演
 

「
高
血
圧
の
は
な
し
」
 

①
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。
 

②
食
事
の
し
か
た
。
 

③
生
活
の
し
か
た
。
 

懇
談
 

（
質
疑
応
答
を
致
し
ま
 

す） 

講
師
 
田
川
医
師
会
会
員
 

※
 
入
場
無
料
 

※
 
な
お
、
当
日
会
場
に
て
御
 

希
望
の
方
に
は
無
料
で
、
 

心
電
図
、
血
圧
測
定
、
尿
 

検
査
を
行
い
ま
す
。
 

（
午
後
〇
時
三
十
分
か
ら
 

受
付
け
ま
す
）
 

※
 
次
回
は
「
肝
臓
病
」
の
 

は
な
し
を
予
定
し
て
い
ま
 

午
前
 
八
時
三
十
分
―
 

す。 

町
内
遊
園
地
美
化
運
動
 

※
参
加
者
自
由
で
す
の
で
町
民
 

の
皆
さ
ん
一
人
で
も
多
く
の
 

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

金
田
町
青
年
会
 

会
長
 
浦
田
 
政
勝
 

※
連
絡
先
 

事
務
局
 
中
尾
 

勉
 

T
E
L
 

②
五
」
六
六
番
 

②
〇
五
五
五
番
 

1
プ
「
二
〒
二
．
ニ
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…
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ニ
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三
ご
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：
！
一
う
，
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「
 

住
民
の
た
め
の
健
康
教
室
参
加
を
ク
 

田
 

川
 

医
 
師
 

会
 

こ
の
度
、
田
川
医
師
会
主
催
 
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ぜ
 

で
第
二
回
、
住
民
の
た
め
の
健
 
ひ
御
参
加
下
さ
い
．
 

康
教
室
を
、
 

り
通
り
開
催
す
 

日
時
・
十
一
月
十
日
（
土
〕
 

あ
 
り
 
が
 
と
 
う
 

‘こ 

ざ
 
い

ま

し

た

 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

小
西
ュ
キ
ュ
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 


